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第
四
十
八
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三
朝
町
町
民
健
贋
保
険
税
条
例
の
1
部
改
正
に
つ
い
て

_
-

次
の
と
卦
か
三
脚
町
国
民
健
康
保
険
税
栄
例
の
　
l
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
､
地
方
自
治
法
(
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
串
1
項
の
規
定
に
ょ
カ
､
本
議
会
の
轟
決
を
求
め
る
｡

昭
和
五
十
五
年
娼
月
二
十
四
日三

　

部

　

町

　

長

聴

　

　

村

帝

　

　

　

成

協
和
五
拍
五
年
田
月
廿
E
)
日
　
原
棄
可
決

′
　
　
二
二
朝
町
議
会
頭
長
牧
田
嶺
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三
朝
町
囲
民
健
康
保
険
華
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

･
三
朝
町
国
民
健
康
保
敵
視
条
例
(
噌
和
四
十
五
聖
二
朝
町
条
例
窮
十
九
号
)
の
1
部
を
次
の
よ
う
拓
改
正

す
る
｡

第
二
集
中
｢
二
十
二
万
円
｣
を
コ
l
十
幽
万
円
｣
咋
改
め
る
.

第
三
条
第
f
項
中
｢
百
分
の
四
､
七
｣
を
｢
首
分
の
四
､
三
｣
に
改
め
る
.

第

四

兵

中

｢

百

分

の

五

十

七

｣

を

｢

百

分

の

三

十

T

t

1

｣

に

改

め

る

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

､

第
十
条
第
二
号
中
｢
十
六
万
五
千
円
｣
を
｢
十
七
万
円
｣
に
改
め
る
｡

第
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
｡

(
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
)

第
十
1
条
の
二
　
町
長
は
､
天
災
そ
の
他
特
別
の
事
情
に
ょ
ゎ
生
活
が
著
し
く
凶
弾
と
な
っ
た
者
の
う
ち
､

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
あ
ら
､
れ
る
も
の
に
対
し
､
国
民
僻
廉
鎌
険
横
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

p
l
　
前
項
の
規
定
に
ょ
つ
て
国
民
健
贋
保
険
税
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
老
嬢
､
納
期
限
前
七
日
ま
で
に
､

ノ

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
者
に
､
滅
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
理
由
を
証
明
す
る
書
鵜
を
添
付
し
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■

て
町
長
妊
線
出
し
凌
け
れ
ば
怒
ら
を
い
.

一
　
氏
名
及
び
住
所

二
　
年
簾
､
納
期
の
別
及
び
税
額

三
　
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
理
由

3
　
第
l
項
の
規
窪
に
ェ
つ
て
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を
受
け
た
者
は
､
そ
の
理
由
が
消
滅
し
た
場
合
に

お
い
で
は
､
速
や
か
に
そ
の
旨
を
町
真
狩
申
告
し
を
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

附
則
第
四
項
中
｢
昭
和
五
十
年
度
か
ら
昭
和
五
十
六
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
悌
氏
健
康
保
険
横
に
隈
少
､

｣
を
削
る
｡

附

　

則

(

横

行

期

日

)
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こ
の
条
例
は
､
公
布
の
d
l
か
ら
禰
行
す
る
｡
L
た
だ
し
､
三
覇
町
囲
民
健
頗
保
険
税
条
例
圃
則
革
四
項
の

改
正
規
定
は
'
昭
和
五
十
六
年
相
月
1
日
か
ら
兼
行
す
る
｡

(

適

用

区

分

)

　

　

　

　

　

･

f
1
　
別
段
の
崇
め
が
あ
る
も
の
肴
除
き
､
改
正
後
の
三
郎
町
国
民
健
蘇
保
険
横
条
例
(
以
下
｢
新
条
例
｣
と

三

･

4
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い
う
｡
)
の
規
定
払
､
昭
和
五
十
五
年
度
分
の
幽
民
健
康
保
険
磯
か
ら
適
用
し
､
軸
耕
五
十
四
年
度
分
ま
1

で
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
､
夜
か
従
前
の
朗
把
よ
る
C
'

(
長
期
議
席
所
得
に
係
る
国
民
鹿
康
保
険
税
の
諌
税
の
特
例
に
軸
す
る
規
定
の
適
用
)

新
条
例
附
則
第
四
項
の
規
定
は
､
嶋
和
五
十
六
年
鑑
分
の
国
民
健
康
保
険
税
か
ら
適
用
し
'
昭
和
五
十

五
年
鑑
分
ま
で
の
国
民
鍵
陳
保
険
税
陀
つ
S
て
は
､
な
お
従
前
の
例
に
ょ
る
｡
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